
【要望事項】信頼
【生年月日】昭和46年2月28日
【出　　身】福井県
【期　　別】93Ｂ　
【趣　　味】妻と温泉巡り

《連隊長略歴》
平成５年10月　第５後方支援連隊
平成９年３月　北部方面輸送隊

７月　第４次ゴラン高原
　　　　　　　派遣輸送隊
平成10年３月　北部方面輸送隊
平成12年３月　輸送学校教育部
平成14年３月　第１後方支援連隊

８月　幹部学校付
平成16年８月　自衛隊東京地方
　　　　　　　連絡部募集課
平成18年８月　輸送学校研究部
平成20年３月　統合幕僚監部運用部
　　　　　　　第１課日米共同班
平成22年３月　補給統制本部
　　　　　　　装備計画部
平成24年３月　第２後方支援連隊
　　　　　　　輸送隊長
平成25年８月　統合幕僚監部

首席後方補給官付
後方補給室

平成26年８月　幹部学校付
平成27年８月　東北方面輸送隊長
平成30年３月　陸上幕僚監部装備
　　　　　　　計画部装備計画課
令和元年８月　中央輸送隊副隊長
令和３年12月　北部方面輸送隊長
令和６年８月　現職

　

七
月
三
十
一
日（
水
）、
神
町
駐
屯
地

体
育
館
に
お
い
て
、
第
十
七
代
連
隊
長
益

子
一
佐
の
離
任
式
を
挙
行
し
た
。
令
和
四

年
八
月
着
任
以
来
、「
組
織
力
の
結
集
」「
仲

間
を
尊
重
し
、
家
族
を
大
切
に
」の
要
望

事
項
通
り
に
、
連
隊
の
精
強
化
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
は
、
令
和
四

年
度
師
団
訓
練
検
閲
、
能
登
半
島
地
震
に

伴
う
災
害
派
遣
、
令
和
六
年
度
師
団
訓
練

検
閲
等
、
数
々
の
場
面
で
御
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

益
子
一
佐
の
連
隊
在
隊
間
の
御
指
導
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
新
任
地
で

も
御
活
躍
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

第
六
後
方
支
援
連
隊　

隊
員
一
同

第17代連隊長  益子１佐は　第17代連隊長  益子１佐は　教育訓練研究本部企画調整官教育訓練研究本部企画調整官へへ

第18代連隊長
１等陸佐　小

こ じ ま

島　一
か ず お

男

第
十
八
代
連
隊
長

　
一
等
陸
佐

　
　
　
小こ

島じ
ま

　
一か

ず

男お

　

連
隊
の
指
揮
を
小
島
一
佐
が
執
る
。

　

暑
い
中
、
Ｄ
Ｓ
は
大
和
、
多
賀
城
、
福
島
、
郡
山
か

ら
遠
い
と
こ
ろ
参
加
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ま
た
、

在
神
部
隊
も
暑
い
の
は
同
じ
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
。

　

こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
東
北
は
出
羽
の
国
の
第
六
師

団
の
後
方
支
援
連
隊
長
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に
と

て
も
誇
り
に
、
そ
し
て
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
重
責
と
皆
さ
ん
の
、
期
待
や
不
安
、
好
奇
心

等
、
色
々
混
じ
っ
た
真
摯
な
眼
差
し
を
見
る
に
つ
け
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
や
師
団
・

連
隊
を
取
り
巻
く
状
況
を
こ
と
さ
ら
こ
こ
で
申
し
述
べ

る
の
は
割
愛
す
る
が
、
よ
う
す
る
に
、「
ぼ
ー
っ
と
し

て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
」の
一
言
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
時
代
は
と
ん
で
も
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、

世
の
中
は
国
内
外
混
沌
と
し
て
お
り
、
何
も
考
え
な
い

で
過
去
踏
襲
型
の
や
り
方
を
継
続
し
て
い
て
は
、
や
ら

れ
る
。
食
わ
れ
る
。
我
々
は
何
故
、
こ
の
迷
彩
服
を
着

て
い
る
の
か
？
よ
く
考
え
て
、「
そ
ん
な
整
備
い
ら
な

い
、
補
給
い
ら
な
い
、
輸
送
い
ら
な
い
、
衛
生
い
ら
な

い
。」と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
民
間
に
食
わ
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
、
常
に
問
題
認
識
を
保
持
し
て
行
動
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

そ
ん
な
中
、
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
連
隊
長

の
要
望
事
項
を
示
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
信
頼
」で
あ
る
。
信
じ
る
こ
と
、頼
る
こ
と
、

信
じ
ら
れ
る
こ
と
、
頼
ら
れ
る
こ
と
。
と
て
も
難
し
い
、

一
口
で
は
語
り
切
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
我
々
連
隊
は
、
誰
か
ら
の
信
頼
を
一
番
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
間
違

い
な
く
国
民
か
ら
の
信
頼
で
あ
る
。
先
ほ
ど
言
っ
た
激

動
の
時
代
の
中
、
判
断
に
迷
い
、
ど
う
し
て
い
い
か
悩

み
、
考
え
る
と
き
は
、
常
に
、
そ
の
決
心
が
、
行
動
が
、

国
民
の
信
頼
を
得
る
も
の
な
の
か
、
国
民
の
信
頼
を
裏

切
ら
な
い
か
、
国
民
目
線
で
大
丈
夫
か
、
を
価
値
判
断

基
準
に
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
連
隊
の
全
て
の
隊
員

は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
で
決
心
・

行
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
隣
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
私
の
大
事
な
家
族

の
妻 

菜
美
子（
な
み
こ
）で
す
。
何
か
事
態
対
処
が
あ

れ
ば
、
皆
さ
ん
の
家
族
と
同
様
に
留
守
家
族
と
し
て
戦

い
ま
す
し
、
何
も
な
け
れ
ば
、
東
北
の
き
れ
い
な
景
色
、

美
味
し
い
も
の
、
温
泉
等
が
大
好
物
で
す
の
で
、
夫
婦

と
も
ど
も
、
色
々
紹
介
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
る
が
、
連
隊
長
は
成
人
君
子
で
な
く
、
完

璧
な
人
間
で
も
な
い
。
時
に
は
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
時
に
は
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
私
自
身
ま
だ
ま
だ
ノ
ビ
シ
ロ
が
あ
る
と
思
っ

て
お
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
連
隊
の
全
責
任
は
私
に
あ
り
、

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
・
立
場
で
思
い
切
り

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
責
任
は
私
が
と
り
ま
す
。

　

と
も
に
頑
張
ろ
う
！

 

着
任
の
辞

令
和
六
年
八
月
一
日（
木
）、第
十
八
代
連
隊
長
の

着
任
式
を
実
施
し
た
。
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２ページ
　・ 令和６年度師団訓練検閲
　・ 令和６年度師団訓練検閲
　　 優秀隊員
３ページ
　・ 師団訓練検閲に参加して
　・ 令和６年度新隊員特技課程及び
　　 一般陸曹候補生課程後期教育
　・ イオンモール山形南
　　 防災フェスに参加 !!
　・ ちょっと一息
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　・ 令和６年７月１日付　昇任者紹介
　・ 令和６年８月１日付　転出者紹介
　・ 令和６年８月１日付　転入者紹介
　・ 令和６年８月１日付　連隊内異動者紹介
　・ 新配置隊員の紹介
　・ 令和６年度　情報保全ポスター紹介
　・ うちのめんご
　・ RADIO MONSTERに出演 !
 　・ＯＢ会だより
　・ 令和６年度第２四半期退官者紹介
　・ ちょっと一息（答え）
　・ 広報だより
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優
秀
隊
員
の
皆
さ
ん
、

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
部
付
隊

一
曹
　
橋
本
　
栄
一

本
部
付
隊

二
曹
　
小
松
　
千
城

輸
送
隊

士
長
　
髙
橋
　
鷹
翼

衛
生
隊

士
長
　
多
田
　
　
琴

補
給
隊

三
曹
　
永
山
　
　
貴

補
給
隊

士
長
　
下
田
健
太
郎

第
一
整
備
大
隊

三
曹
　
森
山
　
昂
人

第
二
整
備
大
隊

二
曹
　
大
利
　
康
敏

第
一
整
備
大
隊

二
曹
　
工
藤
　
吉
久

第
一
整
備
大
隊

三
曹
　
有
川
　
　
穣

本
部
付
隊

二
曹
　
日
髙
　
隼
人

本
部
付
隊

三
曹
　
青
山
　
貴
洋

令
和
六
年
度
　

令
和
六
年
度
　

　
師
団
訓
練
検
閲
優
秀
隊
員

　
師
団
訓
練
検
閲
優
秀
隊
員

【師団訓練検閲開始式】【師団訓練検閲開始式】【水盃】【水盃】

【炊事】【炊事】

【昇任者申告】【昇任者申告】

【車装変換】【車装変換】

【先発偵察隊命令下達】【先発偵察隊命令下達】

【出陣式　決意表明】【出陣式　決意表明】

令和６年度令和６年度

師団訓練検閲師団訓練検閲

　

連
隊
は
、
令
和
六
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
七
月
六
日
ま
で
の
間
、
令
和
六

年
度
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。
年
度
初
め
か
ら
検
閲
受
閲
に
向
け
、
連
隊
が

統
制
す
る
二
回
の
実
動
訓
練
を
行
い
、
準
備
体
制
を
整
え
た
。

　

検
閲
の
状
況
開
始
に
先
立
ち
、
六
月
二
十
五
日（
火
）出
陣
式
を
実
施
し
、
受

閲
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
と
と
も
に
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長
及
び
連
隊
後
援
会
副
会
長
に

よ
る
激
励
、
各
部
隊
代
表
者
に
よ
る
決
意
表
明
、
各
部
隊
長
に
よ
る
水
盃
を
交
わ

し
任
務
完
遂
を
誓
っ
た
。

　

連
隊
長
は
、「
組
織
力
の
結
集
に
よ
る
作
戦
支
援
任
務
の
完
遂
」、「
安
全
管
理

及
び
健
康
管
理
の
徹
底
」の
二
点
を
要
望
し
、
六
月
二
十
八
日（
金
）、
岩
手
山
演

習
場
に
向
け
前
進
、
展
開
地
へ
進
入
後
速
や
か

に
警
戒
組
織
の
構
成
、
施
設
の
展
開
を
実
施
し
、

兵
站
・
衛
生
支
援
態
勢
を
確
立
し
た
。
隊
員
一

人
ひ
と
り
が
、
状
況
の
進
展
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る

変
化
に
適
格
に
対
応
し
、
師
団
の
作
戦
達
成
に

貢
献
し
た
。
連
隊
は
今
回
得
た
教
訓
を
更
な
る

連
隊
の
精
強
化
に
向
け
邁
進
し
て
い
く
。

【指揮官会同】【指揮官会同】

【車両警戒】【車両警戒】

全員救いますッ!!
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検
閲
を
終
え
て

　

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
六

日
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
て
行
わ

れ
た
師
団
訓
練
検
閲
に
参
加
し
、
優
秀
隊

員
に
選
ん
で
頂
き
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

私
の
職
務
は
主
に
、
装
輪
車
整
備
陸
曹

と
し
て
、
故
障
車
両
の
回
収
及
び
整
備
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

訓
練
検
閲
が
折
り
返
し
に
差
し
掛
か
る

頃
、
小
隊
の
三
分
の
一
の
隊
員
が
熱
発
に

よ
り
離
脱
し
、
少
な
い
人
員
で
の
任
務
遂

行
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
っ
た
隊
員
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
で
厳

し
い
状
況
を
打
開
し
、
任
務
を
完
遂
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
優
秀
隊
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
部
隊
の
隊
員
の
支
え
合
い

が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

今
後
も
整
備
技
術
や
知
識
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
部
隊
の
団
結
の
強
化
に
励

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

師
団
訓
練
検
閲
に
参
加
し
て

　

私
に
と
っ
て
今
回
の
訓
練
検
閲
は
、
部

隊
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
受
閲
で

し
た
。
春
か
ら
隊
の
練
成
訓
練
や
小
隊
訓

練
又
、
車
両
の
操
縦
訓
練
な
ど
積
極
的
に

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

検
閲
が
始
ま
る
ま
で
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
頼
も
し
い
先
輩
の

背
中
を
見
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
必
死
で
つ
い
て
い
き
、
何
と
か
乗
り
越

え
る
こ
と
が
出
来
き
ま
し
た
。
十
月
下
旬

に
は
後
輩
が
入
っ
て
き
ま
す
。
私
自
身
が

そ
う
感
じ
た
よ
う
に
、
私
も
後
輩
に
と
っ

て
頼
も
し
い
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
今
回

の
検
閲
を
糧
に
し
て
技
術
の
練
磨
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
て

　

今
回
は
衛
生
隊
と
し
て
で
は
な
く
、
炊

事
班
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
炊

事
班
は
連
隊
隷
下
部
隊
か
ら
人
員
を
集
め

た
編
成
の
為
、
不
安
や
新
鮮
な
気
持
ち
で

臨
み
ま
し
た
。
検
閲
前
の
連
隊
練
成
訓
練

で
は
炊
事
班
長
が
そ
の
都
度
指
示
を
し
て

自
分
達
が
動
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

業
務
内
容
の
理
解
や
、
炊
事
班
内
で
の
声

が
け
を
行
い
師
団
訓
練
検
閲
で
は
、
自
分

達
か
ら
率
先
し
て
動
く
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
お
互
い
声
を
か
け
合
う
こ
と

で
作
業
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
訓
練
以
外
で
は
各
種
支
援
業

務
の
円
滑
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

な
の
で
今
後
も
隊
員
間
で
協
力
し
、
連
携

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

師
団
検
閲
を
終
え
て

　

私
は
、
今
年
度
岩
手
山
演
習
場
で
実
施
さ

れ
た
令
和
六
年
度
第
一
回
師
団
検
閲
に
補
給

隊
部
品
補
給
小
隊
部
品
補
給
手
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
検
閲
は
、
六
夜
七
日
の
長
い
期

間
と
酷
暑
の
中
で
の
受
閲
、
ま
た
装
輪
操
縦

特
技
を
取
得
し
て
か
ら
操
縦
手
と
し
て
、
初

の
検
閲
と
い
う
こ
と
で
不
安
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
小
隊
長
・
班
長
の
指
揮
下
に
入
り

任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

部
品
補
給
に
お
い
て
は
、
部
隊
の
円
滑
な

運
用
に
寄
与
し
た
と
い
う
面
で
優
秀
隊
員
を

い
た
だ
き
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

検
閲
を
経
て
部
品
補
給
手
と
し
て
の
役
割
が

第
一
線
部
隊
の
可
動
率
に
直
結
し
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
優
れ
た
人
員
・
装

備
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
支
え
る
補
給
支
援

が
滞
れ
ば
全
体
の
機
能
発
揮
は
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
常
に
最
善
の
準
備
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

師
団
検
閲
で
得
た
教
訓
を
糧
に
、
よ
り
一

層
技
能
向
上
に
努
め
、
任
務
に
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

第１整備大隊
３曹

森山　昂人

輸送隊
士長

髙橋　鷹翼

衛生隊
士長

大迫　晟己

補給隊
士長

下田　健太郎

夏の暑さが和らぎ、徐々に肌寒くなってきました。
こんな季節には身体が温まる食べ物が食べたくなります。
そこで味覚に関する問題です！
人間の味覚にないものは次のうちどれでしょう。

答えは４面にあります。１．辛味　　２．甘味　　３．金属味

令和６年度新隊員特技課程及び
一般陸曹候補生課程後期教育

　

連
隊
は
、
令
和
六
年
九
月
十
四
日

（
土
）、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
山
形
南
店
が

企
画
す
る
防
災
フ
ェ
ス
に
お
い
て
装

備
品
展
示
を
実
施
し
た
。
防
災
フ
ェ

ス
に
は
、
本
部
付
隊
の
３ 

１
／
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
と
１ 

１
／
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
、
水
ト
レ
ー
ラ
ー
、
炊
事
ト

レ
ー
ラ
ー
を
展
示
し
、
多
く
の
来
場

者
に
自
衛
隊
の
車
両
を
説
明
し
、
間

近
で
見
学
、
運
転
席
へ
の
搭
乗
で
楽

し
ん
で
頂
い
た
。

　

連
隊
は
、
装
備
品
展
示
支
援
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
の
促
進
と
親
近
感
の
醸
成
を

図
っ
た
。

にに
参加!!参加!!

イオンモール山形南

需
品
科
、
武
器
科
そ
れ
ぞ
れ
の
新
隊

員
後
期
教
育
隊
は
、
七
月
一
日（
月
）

か
ら
九
月
二
十
七
日（
金
）ま
で
の

間
、
令
和
六
年
度
新
隊
員
特
技
課
程

及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教

育
を
実
施
し
た
。

　

本
教
育
を
担
当
し
た
需
品
科
担
当

の
宇
佐
区
隊
長
は「
為
せ
ば
成
る
、

ゆ
え
に
為
せ
」を
、
武
器
科
担
当
の

佐
々
木
区
隊
長
は「
目
的
意
識
の
保

持
」「
団
結
力
の
発
揮
」を
要
望
事

項
と
し
、
部
隊
の
即
戦
力
と
な
れ
る

よ
う
基
本
的
な
知
識
、
技
能
を
修
得

さ
せ
本
教
育
を
終
了
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
を
終
え
た
新
隊

員
た
ち
は
、
自
信
に
満
ち
た
堂
々
と

し
た
表
情
で
各
中
隊
へ
配
属
し
た
。

師団訓練検閲に参加して

防防災災フェフェスス

【給水教育（需品科）】【給水教育（需品科）】【油脂の識別（武器科）】【油脂の識別（武器科）】【２D整備（武器科）】【２D整備（武器科）】

【燃料教育（需品科）】【燃料教育（需品科）】
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Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

▼
会
員
の
訃
報

　
　

大
場　
　

務
氏（
第
七
代
Ｏ
Ｂ
会
長 

武
器
大
隊・整
備
大
隊
）

ご
逝
去（
九
月
五
日
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
項

　

一　

第
十
七
代 

益
子
連
隊
長
送
別
会（
七
月
二
十
九
日
）

　

二　

令
和
六
年
度
第
二
回
役
員
会　
　
（
九
月
八
日
）

　

三　

第
十
八
代 

小
島
連
隊
長
顔
合
わ
せ
会（
懇
親
会
）

（
九
月
八
日
）

　

四　

広
報
紙「
出
羽
」一
○
三
号
の
発
刊
発
送

（
十
月
九
日
）

▼
新
入
会
員

　

益
子　

誉
一
氏（
準
会
員
・
第
十
七
代
連
隊
長
）

▼
今
後
の
予
定

　

一　

令
和
六
年
度
第
三
回
役
員
会　
（
十
二
月
上
旬
）

　

二　

広
報
紙「
出
羽
」一
〇
四
号
の
発
刊
・
発
送

（
一
月
上
旬
）

　令和６年８月23日（金）ラ
ジオモンスター『自衛隊百科』
に、本部付隊、曽根翔３曹が出
演し、本部付隊及び通信小隊で
の活動を話し、自衛隊の広報を
実施した。
　自衛隊百科は、毎週金曜日
17時15分から、ＦＭラジオ周
波数76.2MHz もしくはイン
ターネットサイトのサイマルラ
ジオで放送をしています。皆さ
ん聞いてみてはいかがでしょう
か。

　
人
間
の
基
本
的
な
味
覚
は「
甘
味
」「
塩
味
」

「
酸
味
」「
苦
味
」「
旨
味
」の
５
種
類
で
す
。

　
金
属
味
は
味
覚
の一種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

口
内
に
金
属
が
触
れ
た
時
な
ど
に
感
じ
ら
れ
る

特
有
の
味
で
あ
り
、
味
覚
の
範
疇
に
含
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て『
辛
味
』が
正
解
と

な
り
ま
す
。

　
夏
バ
テ
の
よ
う
に
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
不
調
が
現
れ
る
こ
と
を
秋
バ
テ
と
呼
び
ま

す
。
秋
バ
テ
を
解
消
す
る
食
べ
物
に
辛
い
食
べ

物
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
て
、
◎
ス
ト
レ
ス
解
消 

◎
疲
労
回
復
◎
脂
肪
代
謝
促
進
◎
血
行
促
進 

◎
味
覚
向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
そ
う

で
す
。
た
だ
し
、辛
い
食
べ
物
は
食
べ
過
ぎ
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

答えは
1．「辛味」

優
秀
賞

　
▼
本
部
付
隊
　
　
　
士
長
　
小
西
　
太
一

　
▼
第
一
整
備
大
隊
　
一
士
　
正
野
　
　
華

　
▼
輸
送
隊
　
　
　
　
三
尉
　
小
幡
　
竜
聖

▼
一
等
陸
尉
へ

第
一
整
備
大
隊
　
　
進
藤
沙
弥
香

第
二
整
備
大
隊
　
　
小
笠
原
剛
久

補
給
隊
　
　
　
　
　
荒
木
優
之
介

衛
生
隊
　
　
　
　
　
小
松
　
　
格

▼
二
等
陸
尉
へ

第
一
整
備
大
隊
　
　
渡
辺
　
透
太

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
萩
　
高
弘

第
二
整
備
大
隊
　
　
石
山
　
直
人

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
愛
彩
穂

補
給
隊
　
　
　
　
　
荒
瀬
　
竜
也

　
　
　
　
　
　
　
　
板
垣
　
　
蒼

衛
生
隊
　
　
　
　
　
久
住
　
明
弘

▼
三
等
陸
尉
へ

衛
生
隊
　
　
　
　
　
髙
橋
　
哲
浩

▼
陸
曹
長
へ

本
部
付
隊
　
　
　
　
奥
山
　
祐
治

第
二
整
備
大
隊
　
　
佐
藤
　
正
和

補
給
隊
　
　
　
　
　
大
場
　
康
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
寿
喜
子

衛
生
隊
　
　
　
　
　
福
田
　
晋
也

▼
一
等
陸
曹
へ

本
部
付
隊
　
　
　
　
髙
橋
　
　
健

第
一
整
備
大
隊
　
　
藤
原
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
松
倉
　
　
崇

第
二
整
備
大
隊
　
　
長
谷
川
道
春

　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
信
弘

▼
二
等
陸
曹
へ

本
部
付
隊
　
　
　
　
高
橋
　
　
豪

第
一
整
備
大
隊
　
　
山
口
　
貴
義

第
二
整
備
大
隊
　
　
大
利
　
康
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
島
圭
吾

衛
生
隊
　
　
　
　
　
石
上
　
涼
太

▼
三
等
陸
曹
へ

第
二
整
備
大
隊
　
　
阿
部
　
貴
大

　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤
　
由
依

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
結
衣

補
給
隊
　
　
　
　
　
髙
橋
　
想
来

　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
咲
彩

輸
送
隊
　
　
　
　
　
田
中
　
雄
大

　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
弘
樹

▼
連
隊
本
部
へ

一
佐
　
　
小
島
　
一
男
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
へ

二
曹
　
　
皆
川
　
政
孝
（
第
十
二
後
方
支
援
隊
）

三
曹
　
　
佐
藤
　
和
貴
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
補
給
隊
へ

曹
長
　
　
遠
藤
　
美
明
（
富
士
学
校
）

二
曹
　
　
大
山
虎
太
郎
（
第
九
後
方
支
援
連
隊
）

▼
本
部
付
隊
へ

三
曹
　
　
水
上
　
　
覚
（
第
一
整
備
大
隊
）

三
曹
　
　
齋
藤
明
日
香
（
第
二
整
備
大
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
へ

二
曹
　
　
清
野
　
智
弘
（
第
二
整
備
大
隊
）

三
曹
　
　
渡
部
　
奈
月
（
補
給
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
へ

曹
長
　
　
丸
山
　
正
美
（
本
部
付
隊
）

二
曹
　
　
池
田
　
　
篤
（
第
一
整
備
大
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊

　
火
器
車
両
整
備
中
隊

一
士
　
　
志
田
　
朋
也

一
士
　
　
真
木
　
椋
平

一
士
　
　
菊
地
　
崇
史

　
施
設
整
備
隊

二
士
　
　
松
田
　
紗
樺

▼
第
二
整
備
大
隊

　
第
一
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

一
士
　
　
加
藤
　
凌
真

　
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

一
士
　
　
渡
辺
　
瑠
美

　
第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

一
士
　
　
木
川
田
愛
花

二
士
　
　
髙
橋
　
太
洋

▼
補
給
隊

一
士
　
　
遠
藤
　
陽
都

一
士
　
　
小
関
　
隼
人

一
士
　
　
吉
田
　
麻
人

一
士
　
　
石
川
　
　
葵

二
士
　
　
林
　
　
里
奈

▼
衛
生
隊

一
士
　
　
石
山
　
　
柊

▼
連
隊
本
部
か
ら

一
佐
　
　
益
子
　
誉
一

　
　
　
　
　
　（
教
育
訓
練
研
究
本
部
企
画
調
整
官
）

一
尉
　
　
鈴
木
　
　
卓
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

二
尉
　
　
野
平
ほ
な
み
（
富
士
学
校
）

▼
本
部
付
隊
か
ら

二
曹
　
　
佐
藤
　
純
一
（
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

▼
第
一
整
備
大
隊
か
ら

二
曹
　
　
駒
形
　
克
哉
（
第
十
二
後
方
支
援
隊
）

三
曹
　
　
矢
内
　
朋
華
（
北
海
道
補
給
処
）

三
曹
　
　
齊
藤
　
咲
希
（
第
一
一
九
教
育
大
隊
）

▼
第
二
整
備
大
隊
か
ら

一
尉
　
　
中
村
　
友
信
（
第
三
師
団
司
令
部
）

二
曹
　
　
齋
藤
　
友
彦
（
第
二
後
方
支
援
連
隊
）

▼
補
給
隊
か
ら

二
曹
　
　
東
　
　
拓
也
（
第
二
後
方
支
援
連
隊
）

三
曹
　
　
加
藤
　
未
来
（
第
八
後
方
支
援
連
隊
）

▼
輸
送
隊
か
ら

三
曹
　
　
佐
藤
　
祐
貴
（
輸
送
学
校
）

令
和
六
年
八
月
一
日
付

令
和
六
年
八
月
一
日
付

令
和
六
年
八
月
一
日
付

令
和
六
年
度

転
入
者
紹
介

転
入
者
紹
介

連
隊
内
異
動
者
紹
介

連
隊
内
異
動
者
紹
介

新
配
置
隊
員
紹
介

新
配
置
隊
員
紹
介

転
出
者
紹
介

転
出
者
紹
介

情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー
紹
介

情
報
保
全
ポ
ス
タ
ー
紹
介

最優秀賞
衛生隊　

２尉　中村　圭滋

　
二
〇
二
四
年
の
秋
の
気
候
は
、ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

の
影
響
に
よ
り
、平
年
よ
り
気
温
が
高
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
が
、徐
々
に
朝
夕
の
肌
寒
さ
に
秋
の
訪

れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
班
は
、今
後
も
よ
り
良
い
広
報
紙
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、連
隊
協
力

団
体
皆
様
の
ご
支
援
、隊
員
皆
さ
ん
の
投
稿
記
事
等

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広広
　　

報報    

だ
よ
り

だ
よ
り

令
和
六
年
度

第
２
四
半
期
退
官
者
紹
介

　
長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
第
六
後
方
支
援
連
隊
隊
員
一
同

▼
第
一
整
備
大
隊

　
　
一
曹
　
　
多
田
　
高
志

に出演！

簡単アクセス！
こちらから➡

令
和
六
年
七
月
一
日
付

昇
任
者
紹
介

昇
任
者
紹
介
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